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介

今
年
度
も
園
長
先
生
方
に
は
、
自
園
の
教
育
の
質
の
向
上
、
特
色
あ
る

教
育
の
推
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
園
児
獲
得
に
向
け
た
様
々
な
取
組
、

区
内
の
園
全
体
に
関
わ
る
課
題
解
決
、
行
政
と
の
折
衝
な
ど
、
様
々
奮
闘

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

各
区
市
等
の
状
況
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

文
部
科
学
省
「
今
後
の
幼
児
教
育
の
教
育
課
程
、
指
導
、
評
価
等
の
在
り

方
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」
の
最
終
報
告
で
は
「
公
立
幼
稚
園
は
、
こ

れ
ま
で
も
幼
稚
園
教
育
要
領
を
着
実
に
実
践
し
、
そ
の
専
門
的
知
見
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
他
の
施
設
に
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
幼
児
教
育
の
質
の
向
上

に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
重
要
」「
国
立
大
学
附
属
幼
稚
園
に
お
い
て
は
（
中
略
）
地

域
の
幼
児
教
育
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
、

国
公
立
幼
稚
園
の
必
要
性
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
の
研
修
会
で

ご
講
演
い
た
だ
い
た
上
智
大
学
教
授

奈
須
正
裕
先
生
は
、『
子
ど
も
た

ち
の
「
資
質
・
能
力
」
を
育
む
た
め
に
は
、
小
学
校
以
降
も
「
環
境
を
通

し
た
教
育
」を
行
う
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
は
幼
稚
園
か
ら
学
べ
』と
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
が
培
っ
て
き

た
教
育
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

今
こ
そ
、
国
公
立
園
と
し
て
の
期
待
に
応
え
、
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、

一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
と
き
で
す
。
元
会
長
の
粂
原
淳
子
先
生
が
、
会

報
の
第
一
四
三
号
で
、「
私
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
取
り
組
ま
な
か
っ

た
こ
と
が
全
て
、
今
後
の
幼
児
教
育
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と
書
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
今
の
努
力
と
実
践
が
、
今
後
の
幼
児
教
育
に
つ

な
が
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、皆
様
の
英
知
を
集
結
し
、一
丸
と
な
っ
て
様
々

な
課
題
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
七
年
七
月
に
は
、
い
よ
い
よ
、
全
国
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

教
育
研
究
協
議
会
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
国
公
立
幼
稚
園
長
研
究
協
議

会
、
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。「
わ
く
わ
く
ぐ
ん
ぐ
ん
未
来
へ
進
む

子
ど
も
た
ち
」
の
研
究
主
題
に
あ
や
か
っ
て
、
私
た
ち
も
、
わ
く
わ
く
ぐ

ん
ぐ
ん
、
未
来
へ
の
希
望
を
も
っ
て
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

今
の
実
践
が
未
来
の
幼
児
教
育
に

つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
て

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
長
会

会

長

和
田

万
希
子

品
川
区
に
は
、
区
立
幼
稚
園
が

九
園
あ
り
、
幼
稚
園
単
独
施
設
が

三
園
、
幼
保
一
体
施
設
が
六
園
あ

り
ま
す
。

旧
東
海
道
沿
い
に
あ
る
本
園
は
、

令
和
二
年
の
二
月
に
新
校
園
舎
が

完
成
し
、
開
園
五
十
八
年
を
迎
え

ま
し
た
。
園
内
で
は
毎
日
元
気
な

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
様
々
な

こ
と
に
「
夢
中
」
に
な
る
よ
う
環

境
の
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
設
さ
れ
て
い
る
城
南

小
学
校
の
児
童
や
先
生
と
の
日
常

的
な
交
流
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
は
や

地
域
の
方
と
も
お
み
こ
し
の
お
囃

し子
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
交
流
が

盛
ん
で
す
。

保
護
者
・
地
域
・
教
職
員
が

「
子
ど
も
を
真
ん
中
に

保
護
者・

地
域
・
先
生

城
南
の
わ
」
を
合

言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
い
ま

す
。

園庭でのシャボン玉遊び

品
川
区
立
城
南
幼
稚
園

地域のお祭りに参加
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3．専門職としての自負と誇りを持とう
国際標準職業分類（ISCO-08）では、職
業を10のカテゴリーに分類しています。保
育者は、「2．専門職」のうちの「234．小
学校・幼児教育の教員」にあたります。保
育者の処遇を「5．サービス・販売従事者」
と比較する資料を良く目にしますが、同カ
テゴリーの「531．保育従事者、教師補助
員」はあくまでも、専門職ではなく、アシ
スタントや手伝いのカテゴリーであり、保
育所に勤める保育士は、法的にも幼児教育
を行っていますので、「235．その他の教育専門職」にあたります。この点、私たちはしっかりと確
認しておく必要があると考えます。

4．乳幼児教育の公共性を保持しよう
地域において、乳幼児教育の公共性を確保することは重要なことであると思います。実際、人口
減少社会において、公的施設の縮減が図られることは致し方ない部分はあると考えます。しかし、
私も所属している国公立大学や、公立高等学校、公立病院、その他公的機関のうち、公立幼稚園の
統廃合が異常に多いように思うのは私だけでしょうか。
公的施設の利便性を考える場合、待機児童問題等利用者の定員といった利用利便性つまりキャパ
シティと、交通利便性つまりアクセスビリティとの二つが、都市施設計画の分野では重要な要素と
されています。自らが選択できない、つまり、住んでいる場所によって、公的施設の利用に制限が
あるのは、平等であるとはいえません。
地域において質の高い乳幼児教育をすべての子どもたちに保障するためには、保育を専門とする
行政関係施設と公務員の存在も不可欠であると考えます。例えば、イギリス、スウェーデン、アメ
リカ、スイス、韓国等で、制度づくりに資する保育に特化した国の研究所があります。保育のプロ
セスの質評価を実施する中立性や公共性を有する公的な評価機関が、すべての保育施設の評価を実
施している国としては、例えば、OECDの調査（OECD（2015）, Starting Strong Ⅳ : Monitoring
Quality in Early Childhood Education and Care OECD Publishing.）によると、オーストラリア（州
政府）や、アイルランド（子ども家庭部門）、カザフスタン（地方監査部門）、ルクセンブルグ（教
育子ども青年省）、ノルウェー（自治体）、スウェーデン（国・自治体）、イギリス（教育水準監査
院：Ofsted）等があります。同調査対象国・地域のうち14／24において小学校教育と幼児教育の評
価が連携してなされています。
各地域で教育公務員のうち幼稚園教諭免許を有し、保育実践経験を重ね、実際の保育が分かる保
育専門職の割合が、また、市の職員のうち保育士資格を有し、乳幼児の教育に携わってきた保育専
門職の割合が、地域の人口動態を踏まえて適正に配置されることが、地域における乳幼児教育のシ
ステム創りと、質の高い誕生からの教育を保障するためには不可欠であると考えます。

東京都国公立幼稚園・こども園長会報 （２）令和7年3月7日発行第151号



����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�

����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�

�

乳幼児教育の拠点として地域とつながる園へ
神戸大学大学院人間発達環境学研究科 教授 北野 幸子

1．誕生からのすべての乳幼児に質の高い教育を
2018年にブエノスアイレスで開催されたＧ20において、各国のリーダーがそれぞれの国で取り
組む重点政策課題として、就学前の乳幼児の保育保障をかかげました。かつてより、子どもの権
利条約において、誕生からのすべての子どもに、教育保障が明示されています。昨今でも、ご承
知のとおり SDGs の目標4において、誕生から一生涯にわたるすべての人に質の高い教育を保障
することがめざされています。
日本においても、こども家庭庁の創設により、すべての子どもの誕生からの教育を保障しよう
とする一体的な試みが進められていることは素晴らしいことと思います。「幼児期までのこども
の育ちに係る基本的なビジョン（はじめの100か月の育ちビジョン）」も、こども誰でも通園制度
も、保護者の就労形態によらず、すべての乳幼児に質の高い教育を保障しようとの観点から進め
られつつある制度であると思います。この文脈において、私たち保育専門職が、地域において主
体となりかつ当事者となり、園がすべての子どもの幼児教育の地域の大切な拠点としての機能を
果たすことが、今後ますます期待されると考えます。

2．保育専門職の重要性と独自性を地域で伝播しよう
乳幼児期の教育が人格形成の基礎を培う重要なものであるとの認識から、乳幼児教育の保障が
各国の重点政策課題に位置付けられ、保育の仕事についての社会的評価も、世界各国で高くなっ
ています。養成の学士化等による高度化が進められています。処遇の適正化も、研修の充実も、
公的に図られています。OECDによる保育従事者対象の9か国比較調査（OECD（2019）TALIS
Starting Strong 2018 Technical Report ）では、いずれの国においても、社会情動的スキルを大切
にした遊びや生活における経験を中心とする、保育独自の教育が重要視されていることや、保育
者の自らの仕事への満足度が極めて高い（約9割が満足している）ことが明らかにされています。
自らの仕事への満足度の高さに加えて、保育者が、保育専門職の独自性や重要性についての自
負と誇りをさらにしっかりと持ち、謙遜しすぎず子どもたちのために保育の重要性と専門性につ
いて社会に発信することが必要であると私は考えています。実は、とても残念なデータではあり
ますが、同9か国比較調査では、日本の保育者が自らの仕事を社会や保護者から評価されていな
いと考えていることが明らかにされています。保育の仕事が社会から評価されていると感じてい
る保育者の割合が日本は3割で最下位です。保護者から保育の仕事が評価されていると感じてい
る保育者の割合は他国ではいずれも約9割であるのに、日本のみが6割と30ポイントも低くこち
らも最下位です。一方で日本において誇れるデータとしては、実践現場で保育に携わる有資格者
の割合が最も高いことがあげられます。研修が保育の質に不可欠であるとのデータも各種調査が
明らかにしていますが、日本では教育基本法第9条で研修の実施とそのための体制整備が公的に
位置づけられている点も大変誇れることであると考えます。
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赤
ピンク
藤色
水色
茶色
紺色
緑
黒

特になし

女児
（有効回答477）

男児
（有効回答 499）

35.9% 
73.7%

19.4% 
8.0% 

27.7% 

4.8% 

20.8% 
6.7% 

78.8% 

女児 35.6%

男児

47.5% 16.9%

36.5% 18.1% 45.5%

買わない 分からない買ってあげる

これは、アンケート結果でも保護者は述べていますが、背景には、「社会の目」があります。女児のラ
ンドセルの色は比較的自由に決めらますが、男児がピンクや赤を選ぶのは相当の覚悟が必要ということに
なります。
幼いこどもは、性別の概念があいまいです。固定概念や先入観がないので、自分の好きなものを自由に
選べる時期です。
しかし、今回のアンケート結果でも示されていますが、この時期に周囲の大人が「男らしさ」や「女ら
しさ」を押し付けてしまうと、こどもはジェンダー差があることを自然と受け入れてしまいます。だから
こそ、幼いこどもにはジェンダー平等を意識した声がけを行い、こどもが自分らしさを尊重できる環境作
りが大切になってきます。
多文化共生社会でジェンダーの視点を持つのは非常に大切です。「外国人」とひとくくりにせずにジェ
ンダーの視点で見ないと見落とすことがたくさんあります。特に、ジェンダーの視点を多文化共生の分野
にきちんと取り組む担い手は、就学前施設の保育者（幼稚園教諭・保育士等）です。つまり、こどもは幼
児期から多様な他者と出会います。その最初の段階に、他のこどもに対して感じる違いが、不快や拒絶、
偏見に結びつくことが無いようにしなければなりません。このような、まだ、偏見や拒絶が生じていない
幼児期に、多様性について適切な教育を受けることは、こどものその後の成長においても重要と言えます。
先の調査結果の中で、保護者が気になる保育者の声掛けの中には、保育者からこどもへの声がけとして
は、「男のこだから」、「女のこらしいね」、「男のこだから我慢してね」、「プリンセスはそんな話し方をし
ないよ」等、保護者には「お母さんが心を込めて作ってくれたお弁当（お父さんが料理する家もあるのに）」、
「お洗濯、いつもお母さんがしてくれるもんね」、また、保護者を「お母さま方と呼ぶことに違和感（お
父さまもいるのに、保護者の皆さんで良いのでは）」といったような声が上がっています。
もう一度、「国連が掲げる SDGs：多様性を尊重し、誰一人取り残さない社会を実現することは、SDGs
の理念そのものにも通じる」を再認識し、保育者自身が幼児への「多様性」を受入れ、自覚をもって現状
を変えていくことが大切ではないでしょうか。

注
1．文部科学省 資料2 「日経連ダイバーシティ・ワーク・ルール研究会」報告書の概要 原点回帰 ─ダイバーシ
ティ・マネジメントの方向性─2024／8 参考
2．出典：総務省「多文化共生の推進に関する研究会報告書～地域における多文化共生の推進に向けて」2006／3
3．「幼児期のジェンダーガイドブック制作プロジェクト」アンケート調査2019／7
4．同上 一部変更
5．同上 一部変更

図1 あなたがランドセルとして違和感のある色は4

図2 もし違和感のある色をこどもが選んだら買ってあげますか5
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「多様性を尊重する心を幼児期から育むには
－多文化共生社会でのジェンダー視点の大切さ－」

函館短期大学 図書館長 保育学科 教授 咲間 まり子

「多様性」とは生まれ育った特徴や価値観、考え方が違う様々な属性の人が集まっている、いわゆる
ダイバーシティ1を意味します。文部科学省は、多様性を尊重し、持続可能な社会の創り手となること
ができる資質・能力を育成するために、ダイバーシティ教育の充実を目指しています。
また、総務省は、地域における多文化共生を「国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがい
を認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」2と定義
しています。
さらに、2015年に国連で「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択され、ジェンダー平等の達成が地球
規模の課題と位置付けられ、その解決に向けて企業の積極的な取り組みが期待されています。また、2024
年6月30日、国連が掲げる SDGs：多様性を尊重し、誰一人取り残さない社会を実現することは、SDGs
の理念そのものにも通じると、改めて示されました。
そこで、「多様性」を幼児期から育むには、どのような活動を通して育てていけばよいのか考えてみ
ます。
最近の教育現場では、新学習指導要領にそってこども達に、性別による差のない対応に気を配ってい
ます。しかし、保護者は旧来の教育を受けてきたために、こどもの質問に答えることに不安を感じるこ
ともあります。
例えば、以下のようなことを保護者が相談してきた場合、あなたはどう対応しますか。

「来年小学校に入学する息子がピンク色のランドセルがよい」と言い出しています。
買ってあげるべきかどうか悩んでいます。どうこどもに伝えればよいですか。

ランドセルの色は、年々多様化しています。色だけでは、男児のものか女児のものか区別がつかない
のが当たり前となっています。
しかし、祖父母の中には「やっぱり男のこは黒、女のこは赤がよい」と思っている人もいるかもしれ
ません。特に祖父母がランドセルをプレゼントする場合は、色選びで価値観の違いが露呈することがあ
ります。小学校入学は喜ばしいことですが、トラブルは避けたいところです。
図1・2は、「幼児期のジェンダーガイドブック制作プロジェクト」3のアンケート結果です。回答者
の内訳ですが、総数497名。うち女性が390名（79．8％）、男性96名（19．6％）、その他11名（0．6％）。こ
どもの有無は、女児だけ29．6％、男児だけ27％、男女29．4％とほぼ同数で、こどもがいない方が13．1％
でした。
この調査結果図1によりますと、女児の色に関しては「黒」に違和感のある人が20％ほどいる以外は
「特にない」が78．8％と8割近くです。これが男児になると違います。「ピンク」に違和感が73．7％、
「赤」に違和感も35．9％と高く、「特にない」も27．7％と女児と比べて、ひときわ少なくなっています。
さらに図2の「もし違和感のある色をこどもが選んだら買ってあげますか」では、こどもの有無に関
わらず、違和感のある色がある人（「特になし」を選択した以外の人）は、女児47．5％、男児36．5％が
「買ってあげる」と回答する一方で、女児で35．6％、男児で45．4％が「分からない」と答えました。ラ
ンドセル一つにしてもこんなに考えに違いがあるのです。
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都
幼
Ｐ
親
子
フ
ェ
ス
タ
！

報
告

〜
の
び
の
び
キ
ッ
ズ
大
集
合
〜

令
和
六
年
九
月
二
十
三
日

東
京
都
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
主
催
、
東
京
都
国
公
立
幼

稚
園
・
こ
ど
も
園
長
会
及
び
全
国
国
公
立

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
長
会
特
別
事
業
全
国

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
研
修
会
の
共
催
、
台
東

区
・
台
東
区
教
育
委
員
会
の
ご
後
援
を
い

た
だ
き
、
台
東
区
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
て
第
二
十
回
親
子

フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
た
。

〇
開
会
式

東
京
都
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
の
初
澤
美
香
会
長
よ
り

「
親
子
で
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
お
話
が
あ
っ
た
。
東
京
都
国
公
立

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
長
会
の
和
田
万
希
子

会
長
か
ら
は
「
地
元
に
元
気
な
親
子
が
集

ま
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い
で
す
。
ツ
ボ
タ
マ

ン
は
楽
し
い
遊
び
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

体
を
動
か
し
て
親
子
で
楽
し
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」
全
国
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
長
会

特
別
事
業
山
口
晃
司
委
員
長
か

ら
は
「
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し

て
こ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
親
子
で
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
思
い
出
や
親

子
の
き
ず
な
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
台
東

区
教
育
委
員
会
教
育
長

佐
藤
徳
久
様
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た

だ
い
た
。

○
心
も
体
も
健
や
か
に
！

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び

《
講
師
》
ラ
イ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

代
表

坪
田
潤
一
郎
氏

わ
く
わ
く
す
る
演
出
で
研
修
会
が
始

ま
っ
た
。
み
ん
な
で
「
ツ
ボ
タ
マ
〜
ン
」

と
呼
ぶ
と
、
会
場
後
方
か
ら
華
々
し
く
姿

を
現
し
た
。
会
場
に
い
る
親
子
の
間
を
逆

立
ち
で
歩
い
た
り
、
か
が
ん
で
握
手
を
し

た
り
、
側
転
や
後
方
倒
立
回
転
跳
び
を
披

露
し
た
そ
の
後
、
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た

跳
び
箱
を
い
と
も
簡
単
に
飛
び
越
え
た
。

拍
手
と
歓
声
で
会
場
の
雰
囲
気
が
一
気
に

高
ま
っ
た
。

ツ
ボ
タ
マ
ン
が
、「
小
学
生
ま
で
に
し

て
お
き
た
い
動
き
に
つ
い
て
や
っ
て
み
よ

う
」「
お
家
の
人
と
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
」

「
本
日
、
体
験
し
た
体
操
や
遊
び
を
お
家

で
も
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
三
つ
の
ね
ら

い
を
話
し
、
親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
す

遊
び
が
始
ま
っ
た
。
続
い
て
様
々
な
人
と

触
れ
合
い
が
も
て
る
よ
う
な
ダ
ン
ス
や
ゲ

ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
動
き
の
一
つ
一
つ
か

ら
柔
軟
性
や
ジ
ャ
ン
プ
の
効
用
な
ど
、
幼

児
期
に
経
験
し
て
お
く
と
よ
い
動
き
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

研
修
会
中
は
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
溢

れ
、
終
了
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
ツ
ボ
タ

マ
ン
を
囲
み
名
残
惜
し
そ
う
に
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
た
。

〇
終
わ
り
に

台
東
区
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
行

委
員
を
は
じ
め
各
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
運
営
し
、
親
子
で
触
れ
合
う
遊
び
の
楽

し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た

研
修
会
と
な
っ
た
。

研

修

報

告

《
期
日
》
令
和
六
年
七
月
十
二
日

《
会
場
》
若
松
地
域
セ
ン
タ
ー

《
講
師
》
明
治
大
学

文
学
部

准
教
授

佐
々
木
掌
子
氏

《
演
題
》「
就
学
時
前
の
子
ど
も
の

性
の
多
様
性
」

《
講
演
の
概
要
》

〇
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は

Ｌ
（
女
性
同
性
愛
）
Ｇ
（
男
性
同
性
愛
）

Ｂ
（
両
性
愛
）
は
、
性
的
指
向
に
関
す
る
こ

と
、
Ｔ
（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
は
性
同

一
性
（
体
の
性
別
と
心
の
性
別
が
同
一
で
あ

る
状
態
）
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
元
々
は
当
事
者
が
プ
ラ

イ
ド
を
も
つ
た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
で

肯
定
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
。

〇
性
が
多
様
で
あ
る
と
は

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
＋
な
ど
様
々
な

カ
テ
ゴ
リ
が
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
は
簡
便
な
も

の
で
あ
る
が
、
子
ど
も
に
聞
い
て
も
自
身
の

カ
テ
ゴ
リ
は
答
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
カ
テ

ゴ
リ
に
落
と
し
込
む
の
も
簡
単
で
は
な
い
。

性
同
一
性
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
や

性
的
指
向
は
発
達
的
に
強
く
出
て
こ
な
い
た

め
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
は
二
歳
く
ら
い
で
で
き
る

が
、
こ
う
し
た
感
覚
に
つ
い
て
は
就
学
前
の

子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
私

た
ち
が
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

性
役
割
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

〇
性
役
割
と
は

あ
る
性
別
に
対
し
て
社
会
一
般
的
に
イ
メ

ー
ジ
し
た
役
割
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
定

義
は
、
社
会
や
文
化
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な

る
だ
け
で
な
く
個
人
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。

例
と
し
て
、
女
の
子
は
ス
カ
ー
ト
、
男
の
子

は
ズ
ボ
ン
を
履
く
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
性
同
一
性
と
は
互
い
に
独
立
し
た
概

念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
、
文
化
、
時

代
や
個
々
で
定
義
が
異
な
る
性
役
割
と
性
同

一
性
へ
の
紐
付
け
を
さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く

り
、
考
え
が
偏
ら
な
い
教
育
が
大
切
で
あ
る
。

〇
性
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
と
は

性
的
な
発
達
は
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
恋
愛

感
情
や
性
的
感
情
に
関
す
る
性
的
指
向
は
、

中
学
生
の
時
点
で
も
ま
だ
曖
昧
で
あ
る
と
い

う
統
計
が
あ
る
。
大
人
が
性
を
決
め
付
け
て

言
葉
に
し
た
り
、
子
ど
も
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

中
傷
を
聞
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
問

題
で
あ
る
。

性
に
は
、
身
体
的
性
別
、
性
同
一
性
、
性

役
割
、
性
的
指
向
な
ど
の
構
成
要
素
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
概
念
で
あ
る
。

各
要
素
を
ど
の
程
度
の
強
弱
で
も
っ
て
い
る

の
か
が
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
個
性
で
あ
り
、

一
人
一
人
違
う
。
性
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
な

の
で
あ
る
。

子
ど
も
が
性
同
一
性
へ
の
違
和
感
を
示
そ

う
と
、
ど
の
よ
う
な
性
役
割
行
動
を
取
ろ
う

と
、
過
度
に
反
応
す
る
必
要
は
な
い
し
、
す

べ
き
で
は
な
い
。
い
つ
で
も
戻
っ
た
り
変

わ
っ
た
り
で
き
る
こ
と
を
保
障
し
、
性
別
を

突
き
付
け
る
場
面
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
園
で
男
女
に
分
け
る
場

面
が
な
い
か
、
洗
い
出
す
と
よ
い
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
悩
み
は
、
そ
れ
自

体
よ
り
周
囲
の
反
応
や
偏
見
な
ど
に
よ
り
本

人
が
悩
み
を
内
在
化
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

る
。
子
ど
も
の
認
知
発
達
を
考
え
、
性
役
割

の
多
様
性
の
理
解
を
土
台
に
す
る
。
性
役
割

と
性
自
認
・
性
同
一
性
を
紐
付
け
し
な
い
教

育
が
大
切
で
あ
る
。

多
様
な
性
を
就
学
前
の
教
育
で
扱
う
こ
と

の
意
味
は
、
過
度
な
男
女
二
分
法
と
異
性
愛

主
義
を
問
い
直
す
こ
と
で
あ
り
、
園
風
土
の

問
題
と
気
付
く
こ
と
で
あ
る
。
園
の
風
土
を

つ
く
る
の
は
園
長
で
あ
る
。
園
長
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
性
の
多
様
性
を
尊
重

す
る
環
境
づ
く
り
を
教
職
員
に
も
共
有
し
、

一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
園
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。

（
文
責

研
修
部
）
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板
橋
区
は
、
教
育
構
想
及
び
教
育
大
綱
の
下
、
教
育
振
興
施
策
に
関
す
る
基
本
的

な
計
画
と
し
て
「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
い
る
。
現
在
、
十
年
後
の
2
0
3
5

年
を
見
据
え
て
、
新
た
な
「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向
け
て
着
実
に
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
示
す
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
と

基
本
的
な
方
向
性
に
向
け
た
取
組
を
具
現
化
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
「
い
た
ば
し
学
び
支
援
プ
ラ
ン
2
0
2
5
」
で
あ
り
、
板
橋
区
の
目
指
す
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

【
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
取
組
】

区
内
唯
一
の
公
立
幼
稚
園
で
あ
る
本
園
は
、
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
の
後
押
し
を
受
け
て
、
令
和
四
年
度
よ
り
三
歳
児
保
育

と
預
か
り
保
育
、
令
和
五
年
度
よ
り
事
業
者
に
よ
る
弁
当
給
食
の
提
供
、
さ
ら
に
は

令
和
六
年
度
よ
り
東
京
都
の
事
業
で
あ
る
「
多
様
な
他
者
と
の
関
わ
り
の
機
会
の
創

出
事
業
」
に
参
加
し
、
二
歳
児
預
か
り
を
実
施
し
て
い
る
。
幼
児
期
か
ら
環
境
に
自

ら
関
わ
り
、
遊
び
を
通
し
た
質
の
高
い
教
育
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組
む

中
で
、
保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
に
合
わ
せ
て
枠
組
み
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
る
。

【
学
び
の
エ
リ
ア
に
お
け
る
幼
小
中
の
つ
な
が
り
の
あ
る
教
育
の
実
現
】

板
橋
区
は
、
つ
な
が
り
の
あ
る
教
育
を
提
供
す
る
た
め
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
、

中
学
校
区
に
よ
る
「
学
び
の
エ
リ
ア
」
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
幼
稚
園
も
入

り
、
幼
小
中
学
校
連
携
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
エ
リ
ア
毎
に
話
し
合
っ
て
名
称
を

定
め
、
エ
リ
ア
の
特
色
を
踏
ま
え
た
「
目
指
す
子
ど
も
像
」
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
教
育
の
「
基
本
方
針
」
を
設
定
・
共
有
し
て
い
る
。
本
園
で
は
「
高
島
な
か

よ
し
通
り
学
び
の
エ
リ
ア
」
と
し
て
、
高
島
第
二
小
学
校
・
高
島
第
二
中
学
校
と
の

連
携
を
年
四
回
実
施
し
、
十
二
年
間
の
見
通
し
を
も
っ
た
教
育
が
で
き
る
よ
う
に
互

い
に
授
業
を
見
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
合
う
協
議
会
を
実
施
し
、
自
分
の
授
業
等
に

生
か
し
て
い
く
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

【
様
々
な
個
性
を
大
切
に
し
た
教
育
へ
の
人
的
配
置
や
指
導
】

誰
も
が
希
望
す
る
質
の
高
い
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
と
し
て
、
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
人
が
質
の
高
い
教
育
を
受
け
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
の
学
び
を
保
障
す
る
教
育
環
境
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
に
配
慮

の
必
要
な
幼
児
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、
学
級
補
助
と
し
て
支
援
員
を
九
名
配

置
し
て
い
た
だ
き
、
幼
児
の
力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
出
せ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
言
葉
に
な
ら
な
い
声
を
聞
き
、
幼
児
の
動
き
や
言
葉
か
ら
思
い
を
適
切
に

く
み
取
る
こ
と
で
、
自
己
発
揮
し
な
が
ら
様
々
な
人
と
関
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
て
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

【
特
別
な
支
援
を
要
す
る
幼
児
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
】

様
々
な
幼
児
を
受
け
入
れ
る
中
で
、
個
別
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
幼
児
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
個
別
指
導
計
画
を
作
成
し
て
、
支
援
員
と
情
報
共
有
を
行
い
、
一
人

一
人
に
適
し
た
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
、
教
職
員
同
士
が
学
び
合
う
機
会
を
作
っ
て

い
る
。
療
育
施
設
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
情
報
共
有
を
行
い
、
よ
り
適
切
な
支

援
に
向
け
て
学
ん
だ
り
、
臨
床
心
理
士
や
特
別
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
療
育
施
設
の

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
な
知
見
か
ら
、
支
援
が
必
要
な
幼
児
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
法
を
学
び
、
日
頃
の
援
助
に
生
か
し
た
り
し
て
い
る
。

今
後
も
質
の
高
い
教
育
の
充
実
に
向
け
て
、
教
育
内
容
を
分
か
り
や
す
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
て
い
く
。
ま
た
、
一
人
一
人
が
個
性
豊
か
に
幸
せ
に
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
、
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
共
に
育
ち
合
え
る
幼
稚
園
の

充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

各
区
市
の
情
報
よ
り

板
橋
区

「
教
育
は
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
あ
る

〜
個
性
を
生
か
し
、
共
に
育
ち
合
う
幼
稚
園
を
目
指
し
て
〜
」

板
橋
区
立
高
島
幼
稚
園
長

井

上

朋

子

東京都国公立幼稚園・こども園長会報 第151号令和7年3月7日発行（７）



（
主
な
も
の
の
み
掲
載
）

九
月十

三
日

東
京
都
子
供
・
子
育
て
会
議

二
三
日

都
幼
Ｐ
親
子
フ
ェ
ス
タ
！

十
月

一
日

全
国
国
公
立
幼
稚
園・こ
ど
も

園
長
会
臨
時
常
任
理
事
会

十
二
日

日
本
教
育
会
全
国
教
育
大
会

静
岡
大
会

十
一
月一

日

関
東
甲
信
越
国
公
立
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
長
連
絡
協
議
会

都
県
会
長
会

関
東
甲
信
越
国
公
立
幼
稚
園・

こ
ど
も
園
長
研
究
協
議
会

群
馬
大
会

十
五
日

全
国
国
公
立
幼
稚
園・こ
ど
も

園
長
会
常
任
理
事
会

都
道
府
県
会
長
代
表
者
会

十
二
月七

日

日
本
教
育
会
東
京
都
支
部

講
演
会
、
理
事
会

二
五
日

東
京
都
子
供
・
子
育
て
会
議

二
月

七
日

全
国
国
公
立
幼
稚
園・こ
ど
も

園
長
会
理
事
会

十
九
日

東
京
都
公
立
幼
稚
園・こ
ど
も

園
教
育
研
究
会
研
究
発
表
会

三
月二

七
日

東
京
都
子
供
・
子
育
て
会
議

園
長
会
運
営
に
関
す
る
準
備
・
調
整
及

び
情
報
収
集
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

一

定
期
総
会

○
総
会
要
項
作
成
・
送
付

二

定
期
役
員
会
・
幹
事
会（
毎
月
一
回
）

○
会
議
開
催
に
関
す
る
諸
準
備

三

そ
の
他

○
幹
事
会
・
役
員
会
運
営
の
反
省
収
集

及
び
次
年
度
事
業
日
程
案
・
活
動
方

針
の
作
成

一

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

長
会
の
会
計
事
務

二

全
国
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
長

会
長
会
費
及
び
関
東
甲
信
越
国
公
立

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
長
連
絡
協
議
会

分
担
金
納
入
事
務

三

東
京
都
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
計

四

幹
事
会
・
役
員
会
会
場
予
約
、
管
理

一

定
期
総
会
来
賓
案
内
状
発
送
準
備
・

発
送

二

要
望
書
の
作
成
（
東
京
都
教
育
委
員

会
、
特
別
区
教
育
長
会
、
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
）

三

各
区
市
園
長
会
長
会
（
令
和
六
年
六

月
二
一
日
）
情
報
交
換
の
内
容
提
案

四

経
営
研
修
会
準
備
及
び
当
日
の
進
行

各
区
市
室
課
長
と
の
教
育
懇
談
会
準

備
及
び
当
日
の
進
行
（
令
和
六
年
十

一
月
八
日
）

一
五
十
号
（
七
月
発
行
）

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児

教
育
課
長

前
田
幸
宣
氏
の
定
期
総
会

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
に
期
待

す
る
こ
と
」
を
中
心
に
特
集
し
た
。

一
五
一
号
（
三
月
発
行
）

神
戸
大
学
大
学
院
人
間
発
達
環
境
学

研
究
科
教
授

北
野
幸
子
氏
と
、
函
館

短
期
大
学

図
書
館
長

保
育
学
科
教

授

咲
間
ま
り
子
氏
の
論
説
を
中
心
に

特
集
し
た
。

一

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

実
態
調
査
及
び
報
告
書
作
成

○
用
紙
配
布
・
回
収
・
集
計
・
考
察

○
報
告
書
作
成
・
配
布

○
次
年
度
の
調
査
内
容
検
討

二

全
国
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
現

状
調
査
協
力
（
東
京
都
分
）

○
用
紙
配
布
・
回
収
・
集
計

三

年
度
当
初
の
東
京
都
国
公
立
幼
稚
園・

こ
ど
も
園
の
園
児
数
等
の
調
査・集
計

一

経
営
に
関
す
る
研
修

○
夏
季
研
修
会
（
七
月
）
講
演
会

講
師

上
智
大
学
教
授

奈
須
正
裕
氏

二

人
権
教
育
に
関
す
る
研
修

○
人
権
教
育
講
演
会
（
七
月
）

講
師

明
治
大
学
准
教
授

佐
々
木
掌
子
氏

○
人
権
教
育
先
進
地
域
視
察
（
十
月
）

茨
城
県
高
萩
市
立
松
岡
小
学
校

高
萩
市
立
た
か
は
ぎ
認
定
こ
ど
も
園

○
人
権
教
育
事
例
研
修
会
（
十
二
月
）

講
師

東
京
都
教
育
庁
指
導
部

指
導
企
画
課
指
導
主
事

佐
野
貴
昭
氏

一

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

の
課
題
に
関
す
る
研
究

〇
研
究
主
題
「
教
育
要
領
の
実
践
を
通

し
て
幼
児
の
資
質
・
能
力
を
育
む
園

長
の
役
割
」

〇
講
演
会
実
施
（
八
月
）

講
師

聖
徳
大
学
教
授

河
合
優
子
氏

〇
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
園
長
会

会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

（
十
一
月
）

〇
毎
月
一
回
、
部
会
を
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
分
析・考
察

全
国
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
教
育

研
究
協
議
会
及
び
関
東
甲
信
越
国
公
立
幼

稚
園
・
こ
ど
も
園
長
研
究
協
議
会

東
京

大
会
の
企
画
・
準
備

各

部

報

告

会

務

報

告

庶

務

部
部
長

小
林

晶
子

広

報

部
部
長

髙
𣘺

順
子

課
題
研
究
部

会

計

部

部
長

福
原

良
子

部
長

島
崎

智
恵

調

査

部
部
長

矢
野

靖
子

渉

外

部
部
長

大
橋

美
都
子

東
京
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局

足
立

祐
子

研

修

部
部
長

吉
羽

優
子
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